
C02の溶解度特性
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定と同時にメタンを回収する技術の確立をめざ

した基礎試験の実施.

㊧.おわりに

C02,天然ガスの地中圧入は,EOR(石油増進回

収法),ガス圧入,天然ガス地下貯蔵等により石油,

天然ガスの生産,貯蔵技術の一部として既に実施さ

れている技術ではあるが,地下帯水層へのC02投

入処理技術は,未だ十分確立された技術とはたって

いない.地下に圧入したC02と地下水や岩石との

反応を調べ,C02が地下でどのような挙動をする

かを解明する必要がある.そのための第一歩とし

て,温度･圧力･塩分･メタン分をパラメｰタｰと

してC02の水への溶解実験を実施している.C02

を水に溶解させ,その代わりに地下水中のメタンを

採取する技術は,C02排出防止対策とエネルギｰ

資源利用の両面から重要である.

我々の行っているような基礎デｰタの積み重ね

と,地層デｰタの整理およびフィｰルド試験を通じ

てC02固定化技術として確立され,同時に地下資

源の回収に寄与できれば幸いである.

本原稿の作成にあたり,堀添ほか(1992)および

化学工学会誌化学工学に掲載予定の飯島らの論文を

基に編集し,一都に加筆した.
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地学と切手

ヴェトナムホンゲイ炭鉱

ヴェトナムは200億トン以上の埋蔵炭量を有し,

インドシナ半島の埋蔵量の半ば以上を占めている.

石炭鉱業はヴェトナムの重要鉱業部門の一つであ

り,かつてはヨｰロッパ諸国への無煙炭の輸出国で

あった.とくにホンゲイ炭鉱はその炭層の厚いこ

と,質の良いことで著名であった.

ヴェトナムの北都では摺曲した古生層を三畳系が

不整合に覆っている.ホンゲイ炭鉱の炭層は三畳系

のホンガイ累層中に集中し,炭丈は1-3mから10-
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60mの炭層が20層以上胚胎され,とくに厚い炭層.

は1-5mないしそれ以上の炭層が合体している.

総炭丈はおよそ120m西部に行くに従って炭層の

数も少なく,薄くなる.

産出する石炭は世界最高級の無煙炭で,灰分1.5-

12%,揮発成分5-10%,硫黄分O.2-1.2%,発熱量

7,oOO-8,400kca1/kgであるが,強く撹乱されてい

るため,採炭の際に多量の粉炭が生じる.日本では

ホンゲイ炭(正確にはホンガイ炭)として知られてい

た.露天掘がされている.

切手は1970年に当時の北ヴェトナムで発行され

たもの.�


